
～ 令和8年　2月　13日

（対象者数） 18 （回答者数） 13

～ 令和8年　2月　13日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

絵カードや写真などで段取りを示したり、部屋以外にもトイ

レや座るところなども視覚的にわかりやすい準備を、必要に

応じて組み込んでいきます。

2
・お仕事の都合などもあるので、早めに連絡を入れたりご負

担がないように工夫をしていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・併設の白井ふじこども園と合同で行っているも、実施状況

を伝える機会がなかったので、活動記録やホームページなど

を通して公開していける機会を検討します。

2

・ペアレントトレーニングや子育て相談など具体的な困りご

とに対する支援を、定期的な面談以外の時間にも用意できる

ようにしていきます。

3
・保護者会などは難しくてもきょうだい向けの支援を提供で

きないか考えていきます。

○事業所名 社会福祉法人いづみ　児童発達支援　てんでんこ

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者同士の交流や兄弟向けのイベントの開催

・父母の会や保護者会などは、子ども園に併設されている環境

のため、利用の有無をあまり開示していません。そのため保護

者会などは実施が難しいところでした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時等の対応
・避難訓練など、実施はされているもののあまり周知する機会

がありませんでした。

家族支援プログラムの提供
・面談をすることはあっても、ペアレントトレーニングなど具

体的に支援する機会を用意出来ていませんでした。

環境・体制整備

・部屋ごとに動物の名前とイラストを置いて、遊ぶ部屋をわか

りやすくしています

・玄関の靴箱やロッカーにお子さんによって自分のマークを置

き、どこにくつや荷物を置くかを明確にしています

児童発達支援計画の提示と説明
・保護者様にご協力いただき、児童発達支援計画を毎回提示さ

せて頂き、内容を一緒に確認させて頂いています。

事業所における自己評価総括表公表


